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日本語文献情報に関する課題一覧

• 蛋白質核酸酵素：バックナンバー電子化と公開
• 特定領域研究をはじめとする研究報告書の公開

– 「ゲノム」特定領域研究から着手、次年度以降他のプロジェクトにも拡大

• 学会要旨：収集、電子化、辞書構築、サービス開発
– 遺伝、進化学会の要旨公開、分子生物学会については著作権に触れない
方法で検索を実現

• 新聞記事の利用
• 統合プロジェクト関連資料の公開

課題達成のために

・著作権の問題をクリアすることが必要 → 野口、末吉弁護士がサポート
・出版社、学協会、著作権者との交渉 → 出版社‐高木、学協会‐大久保、法的‐弁護士
・出版、アーカイブ、図書館業務などの専門員が必要となってくるであろう



H19年度準備状況と公開予定
蛋白質核酸酵素：
バックナンバ電子化
交渉と公開

H19年1月～：電子化作業85年～06年発行の 5500記事
H19年9月～：出版社との交渉
H20年3月～：著作権処理作業
H20年3月～：検索サイト構築作業
H20年4月末：第一次公開

ゲノム特定領域研究：
報告書公開
（小原特定、高木特定）

H20年2月～：今年度報告書提出締切
H20年3月末：冊子印刷完了後、電子版データ
H20年4月末：過去の特定領域、電子版データ
H20年5月～：テスト公開（班員への連絡）
H20年6月～：正式公開

学会要旨：
要旨収集、電子化
辞書構築、サービス開発

H18年度：学会要旨検索システムプロトタイプ開発
H19年度：学会要旨電子化作業
H20年3月：ポータルサイトサービス完成
H20年4月：公開

新聞記事 H19年11月～：新聞(朝,毎,日経,日刊工業等）バイオ記事収集開始
H20年2月～：ポータルサイトで見出し配信開始
H20年4月下旬～：毎日新聞バイオ過去記事公開

統合プロジェクト
関連資料

報告書、運営委員会資料他の公開について検討要
機関アーカイブの準備は進める



サービス画面
PNE全文検索 新聞見出配信

学会要旨統合検索 学協会検索



蛋白質核酸酵素：著作権保護への対応

• 出版社側の要望

– 出版権の行使とする。よって著作権表示はしない。
– 対象は3年前以前の総説記事のみ。古いものであってもシリーズ記事は外す。
– 公開ファイルの形式はpdfのみとする。
– 一部のみ印刷可とする。
– ダウンロード、保存は禁止。

• 対応方法

– 不特定公開版は、検索自由、印刷不可、ダウンロード不可とする。クロール対象
となる一覧は設けない。これを第一次公開とする。

– ログインユーザーには注意を喚起した上で印刷可能とするか？
– フッターに、Database Center for Life Science Online Service と記す。
– 利用者規約を策定する。 → 誰が作成？

– 著作権者に対する説明書。 → 誰が作成？

• 問題点

– 印刷回数の制限は仕組みが複雑になるため導入は現実的でない。
– 厳密な意味でダウンロードのブロックは不能。
– 出版社側との信頼関係を築いていくことが重要である。



作業部会・運営委員会での検討項目

• 統合DBプロジェクト関連資料の公開について
–運営委員会資料並びに議事録
–作業部会資料並びに議事録
–報告書等

• 学協会への働きかけと方針について
• 今後充実させるべき課題と方法について




